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〒180-8610　東京都武蔵野市境南町1-26-1
武蔵野赤十字病院
所属　脳神経外科　　氏名　荻島隆浩
　
TEL：0422-32-3111（代表）8041（内線）　FAX：0422-32-3525

①当院に脳血管障害で受診される患者さんの情報を、匿名化して利用い
たします。具体的には、通常の救急診療で作成される搬送記録、診療記
録から必要なデータを抽出して、匿名化してデータベースを作成しま
す。

②以下の項目を研究に用います。
身体状況・神経学的所見、CT・MRIなどの画像所見、および治療内容
（内科的治療、外科的治療）と治療後経過などの臨床データ。

③研究責任者、共同研究者、分担研究者

④資料・情報の管理については、当院においては研究責任者　荻島 隆
浩　がその責任を有します。

脳血管障害診療の現状把握と集学的治療効果の検討

武蔵野赤十字病院　脳神経外科

所属　脳神経外科　　氏名　　荻島 隆浩　　　　 

（西暦）　2024年　5月　～　（西暦）2028年　3月

脳血管障害は頻度の多い疾患ですが、その背景や病態は非常に多様で、
不明な点も多くあります。治療を行っても後遺症が生じてしまい、要介
護となることも珍しくありません。また社会の高齢化は急速に進んでお
り、高齢者の脳血管障害患者数が増加している現状に対し、治療介入に
よる転帰良好例は必ずしも増加していないのが実情です。こうした現状
を鑑み、今後の脳血管障害診療において有効な医療行為を提供していく
ため、より多くの臨床データを通して多角的に現状を把握することが重
要です。これを元に、効果的な集学的治療を行っていくことが本研究の
目的です。
当院を受診された脳血管障害患者さんの臨床データや画像データ、治療
経過といった情報を収集し、解析を行います。対象となる患者様は、
2000年 1 月 1 日から2027年12月31日までに脳血管障害にて当院を受診
される方です。予定症例数は研究全体として1600例です。


